
第１章 いろいろな式 ３・高次方程式

１５ ４ 剰余の定理と因数定理（その２）

（１／４）■ 組立除法 ■

組立除法

★知識の整理★

【１】組立除法

整式Ｐ(χ)を１次式χ－ｋで割ったときの商と余りを求めるのに，簡便な方法がある。

たとえば，２χ３－５χ２－１をχ－３で割ったときの商と余りは，次のようにして求め

ることができる。

(２χ３－５χ２－１)÷(χ－３) 《手順》

３ ２ －５ ０ －１ ①２をそのまま下に書く。

②下に書いた２に３をかけた６を－５の下に

＋ ６ ３ ９ 書く。

③－５と６をたした１を下に書く。

２ １ ３ ８ ④１に３をかけた３を０の下に書く。

⑤０と３をたした３を下に書く。

これより， ⑥３に３をかけた９を－１の下に書く。

商 ２χ２＋χ＋３ ⑦－１と９をたした８を下に書く。

余り ８

【注意１】次数が０の項は０と書いておく。

このようにして，１次式で割ったときの商と余りを求める方法を 組立除法 といいます。
くみたてじよほう

【注意２】わり算の筆算と計算のしかたが違うので間違いないように。

わり算は，１行目から２行目を「ひく」が，組立除法は「たす」。

＊上の答案は組立除法のそれぞれの手順を説明しながら表示したもので，実際の計算は

次のように簡潔に書きます。

(２χ３－５χ２－１)÷(χ－３)

３ ２ －５ ０ －１

６ ３ ９

２ １ ３ ８ 商 ２χ２＋χ＋３，余り ８
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■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



第１章 いろいろな式 ３・高次方程式

１５ ４ 剰余の定理と因数定理（その２）

（２／４）■ 組立除法 ■

★解法の技術★

組立除法を用いて，χ３＋５χ＋１１をχ＋２で割った商と余りを求めなさい。

【考え方】整式を１次式χ－ａで割るときは，組立除法を用いると簡単に商と余りを求める

ことができます。

［答 案］

(χ３＋５χ＋１１)÷(χ＋２) 《手順》

－２ １ ０ ５ １１ ①１をそのまま下に書く。

②下に書いた１に－２をかけた－２を

＋ －２ ４ －１８ ０の下に書く。

③０と－２をたした－２を下に書く。

１ －２ ９ －７ ④－２に－２をかけた４を５の下に書く。

⑤５と４をたした９を下に書く。

これより， ⑥９に－２をかけた－１８を１１の下に書く。

商 χ２－２χ＋９ ⑦１１と－１８をたした－７を下に書く。

余り －７

【注意】χ２の項はないので，係数は０としておきます。 Ï重要！

０を書いておかないと正しい答が出てきません。

★

＊上の答案は組立除法のそれぞれの手順を説明しながら表示したもので，実際の計算は

次のように簡潔に書きます。

(χ３＋５χ＋１１)÷(χ＋２)

－２ １ ０ ５ １１

－２ ４ －１８

１ －２ ９ －７ 商 χ２－２χ＋９，余り －７
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■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。




